
配置および配線

バリアーおよび電源部は、必ず非危険場所に設置してください。

機器間結線用のケーブルは、CVVS-2芯シールドケーブル（0.75sq以上）を使用し、検出部・バリアー

間のケーブル長は400m以内にしてください。
電源部・ツェナーバリアー・検出部の製造No.を組み合わせて設置、配線してください。
製造No.が異なった状態でご使用いただくと正しくレベル表示されない場合があります。
必ずお守りください。

（配線図）

電源部

S. No
AC

200 100 0V FG E

S1

S2

P

P

E S2

S1

F
E

E4/20mA
IN IN

Y.E.I. DB-209

※

CVVS
2芯シールド

IN・+は非本質安全回路の
S2端子へ

IN・－は非本質安全回路の
S1端子へ

テーピング

危険場所非危険場所

テーピング

取り付けビス4本を緩めるとカセッ
トアンプが抜け取れ、下図のような
端子板が現れます。

1点アース

テーピング

出荷時に
結線済みです。

A種接地 CVVS-2芯シールド（MAX 400m）

注） は、必ず接地してください。

メーター等
(システムには
含まれません）

非本質安全回路

本質安全回路

AC電源入力
図は、100V入力の例。
（200V入力の場合は、
0V-200V間に結線して
ください）

メーター以外の電子
機器に入力する場合
は、入力側でシールド
を1点アースし、電源
部のシールドは、外し
てください。

※

Bは本質安全回路の
S2端子へ

Eは本質安全回路の
S1端子へ


